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女川原子力発電所２号機 第１１回定期検査の概要 

 

 

１．定期検査の期間 

平成２２年１１月６日（土）から約５ヵ月間 

 

２．定期検査および定期事業者検査を実施する主な設備 

（１） 原子炉本体 
（２） 原子炉冷却系統設備 
（３） 計測制御系統設備 
（４） 燃料設備 
（５） 放射線管理設備 
（６） 廃棄設備 
（７） 原子炉格納施設 
（８） 非常用予備発電装置 
（９） 蒸気タービン設備 

 

３．定期検査期間中に実施する主要な点検ならびに作業計画 

（１）燃料の取替え 

５６０体ある燃料集合体について、１３６体程度を新燃料に取替える 

計画としております。なお、今回取替える燃料については、従来の９×９

燃料に加え、運転サイクル前半の核分裂を抑える物質であるガドリニアの

濃度が高い９×９燃料も採用する計画としております。 

 

（２）制御棒駆動機構の点検 

１３７体ある制御棒駆動機構のうち２０体を取外し、そのうち１４体に

ついて分解点検を実施します。なお、残りの６体については、予備品と  

取替えることとしております。 

 

（３）出力領域モニタの取替え 

３１本ある出力領域モニタのうち４本について、性能維持を図るため新

品へ取替えを実施します。 

 

（４）制御棒取替え 

１３７本ある制御棒のうち９本について、性能維持を図るため新品への

取替えを実施します。 

 



（５）復水器細管の点検 

約２７，０００本ある復水器細管のうち、１４，２５０本（Ａ系：    

約１３，３００本、Ｂ系：約９５０本）について点検し、必要に応じて補

修を実施します。 

 

 （６）配管減肉に係る検査 

      原子炉系およびタービン系の配管約９７０箇所について、肉厚測定検査

を実施します。 

 

 （７）原子炉圧力容器ヘッドスプレイ配管改良工事 

      残留熱除去系配管の一部である原子炉圧力容器ヘッドスプレイ配管内に

混合ガス（水素・酸素）が蓄積・滞留することを防止するため、混合ガス

を逃がすためのベント配管の設置を実施します。 

 

 （８）排気筒耐震裕度向上工事 

      耐震上の裕度をさらに向上させることを目的に、平成２１年８月より改

良工事を実施しており、今定期検査中においても継続実施します。 

 

 （９）プロセス計算機更新工事 

      計算機システム機器の経年劣化に伴う故障を未然に防止し、システムの

安定稼動を維持するため、プロセス計算機システムの更新を実施します。 

 

以 上 

 

 

＜参考＞当社原子力発電所の現況 

○女川原子力発電所 

１号機（定格電気出力５２万４千ｷﾛﾜｯﾄ）運転中 

２号機（定格電気出力８２万５千ｷﾛﾜｯﾄ）平成２２年１１月６日から第１１回定期検査予定 

３号機（定格電気出力８２万５千ｷﾛﾜｯﾄ）平成２２年７月２９日から定期検査中（調整運転中） 

       

○東通原子力発電所 

１号機（定格電気出力１１０万ｷﾛﾜｯﾄ）運転中 


